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研究成果の概要（和文）：小学校通常学級にはLD児が4.5%存在する。LD児の中には聴力に問題がないが雑音下で
の聞き取りに困難があり，それがボトルネックとなって読み書きの習得を阻害する事例がある。小学校1から6年
生の児童を対象に自身の聞こえに関する質問紙調査と読み書きの流暢性に関する調査を実施し，聞こえの困難さ
と読み書きの困難さの関連を検討した。その結果，聞こえの認識は個人間のばらつきが大きく，質問紙でその困
難さを捉えにくいという問題が明らかとなった。また，読み書き障害・書字障害と特異的な聞き取り困難が合併
する事例に対して，アクティブノイズコントロール技術やFM補聴器技術で補うことを試みたLD事例の報告を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：The Japanese government report that 4.5% of students in elementary school 
has specific learning difficulties. Sometime there is coexistence in specific learning difficulties 
and specific listening difficulties. The possibility is reported the specific listening difficulties
 becomes the bottle neck of learning. Questionnaire survey was conducted for specific listening 
skills of elementary school students from 1st to 6th grade in this study. The problem of 
questionnaire approach for lower grade age are reported. Case study shows that active noise control 
technology gives positive effects for the students with specific learning difficulties who have also
 specific listening difficulties.

研究分野： 学習に特異的困難を有する児童生徒へのICT利用

キーワード： 聞き障害　読み書き障害　ICT利用

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 読み書きは情報を得ることや情報を発信
する手段として学習の前提となる能力であ
るが、その読み書きが特異的に苦手な児童は
少なくない(文部科学省、2012；4.5%1))。読
み書き障害に対しては近年、パソコンやタブ
レットでの人工合成音声を用いた音声読み
上げやワープロといったテクノロジーを利
用した代替アプローチがなされといった具
体的なテクノロジーによる補償がなされ、効
果をあげている（中邑，20132）など）。その
一方で、本の内容を音声読み上げで提示して
もその内容理解が困難な学習の困難さは，知
的障害として別のアプローチが必要である。 
 聴力には問題がないにもかかわらず，雑音
下での聞き取りの困難を示す事例について，
ASHA （ American Speech Hearing 
Association）は，聴覚情報処理障害（Auditory 
Processing Disorders; 以下 APD）という聴
覚 障 害 の 1 タ イ プ と 分 類 し て い る
(ASHA,20053))。ASHA は音源定位，側性化，
聴覚識別，聴覚パターンの認知，音の時間処
理，競合刺激の処理，歪んだ音の聴知覚など
の聴覚処理過程の１〜2 項目以上に問題があ
る場合にそれを APD と定義している（小渕
ら，20064））。 
 一方，自閉症スペクトラム障害（Autistic 
Spectrum Disorder; ASD）や知的障害のある
人の中には，聴覚的な情報処理よりも視覚的
な情報処理が優位な事例があることは古く
から知られており，視覚化・構造化による支
援が行われてきた。情報モダリティの優位性
については，一方が優位であるという考え方
もできるが，逆にもう一方に困難さを抱えて
いるとも言える。ノイズキャンセリングヘッ
ドフォンやFMシステムといった聴覚環境を
整える技術が実用化している現在，聴覚情報
の活用が難しかった ASD や知的障害のある
子ども達に対しても簡便に聴覚情報の調整
を行うことができると考えられる。聴覚情報
がしっかり入力されているか否かをチェッ
クし，入力が阻害されている場合はそれを補
償することで，言語獲得や学習のボトルネッ
クの１つを解消できる可能性がある。 
 他方，建築物としての学校についてみると
その音環境については，2008 年に改正され
た学校保健安全法第 6 条第 1 項の規定に基づ
く学校環境衛生基準に定められている（平成
21 年 4 月 1 日施行）。しかし、周辺道路など
外部からの騒音と運動場や音楽室などの学
校内部からの騒音が想定されているため、そ
の基準は"児童がいない状態の教室内の騒音"
が測定されるのみであり、児童生徒がいる状
態での教室内の音の反響が考慮されていな
い。米国では 2002 年に米国国家規格協会が
新設および改築する教室の“反響”と“背景騒
音”についての最大レベルに関して推奨され
る規格を公開している（ANSI S12-60-2002）。
しかし，実際その規格に添う音環境の教室は

少なく，支援技術による補償が必要とされて
いることから、雑音下での聞こえを補償す手
段として特定の話者の声を耳に届けるFM補
聴器が使用され，その効果が実証されている
（Johnston, 20095））。 
 聞き障害を構成する注意・感覚・知覚・認
知・記憶などの領域では，これまで知覚心理
学・認知心理学・神経心理学的な知見が多数
蓄積されている。しかし，特異的な学習障害
をもつ子どもたちの困難さは，困難のない子
どもとの差が見えにくいゆえに，特別な場で
抽出して検査することが難しいことから，こ
うした知見が役立てられていない。学校の通
常学級に在籍する子どもたちに適切な支援
を届けるためには，簡便で，すぐにできる具
体的な評価法と支援策が必要である。 
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２．研究の目的 
 
 読み書きに困難さのある児童生徒の中に
はしばしば聴力には問題がないにもかかわ
らず雑音下での聞き取りに困難があり、それ
がボトルネックとなって読み書きの習得を
阻害している事例を経験している。本研究で
はこういった事例を“聞き障害”とする。聞
き障害は読み書きの困難の背景要因の一つ
になっている可能性があるにもかかわらず，
その実態が明らかでない。本研究は，この聞
き障害児童生徒への適切な支援の第一歩と
して、通常学級に在籍する聞き障害児童の実
態を把握する。さらに，発達障害事例に対す
る聞こえの事例研究を通した支援策の検討
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
（１） 聞き障害チェックリストの作成と聞

き障害児童の実態調査 
 
 小学校通常学級に在籍する小学1年生から



小学
すさに関するチェックリスト
調査と読み書きの流暢性に関する調査を実
施し，聞こえの困難さと読み書きの困難さの
関連を検討した。
 
（２）

 
 聞こえに特異的困難さを有する発達障害
事例（読み書き障害
害を有する大学生
さの聞き取りおよびノイズキャンセリング
ヘッドフォン等の
ロール技術の適用
行い，その効果を検討した。
  
４．研究成果
 
 本研究においては小学
に聞こえに関するチェックリストへの回答
を求めた。
的な困難を有し，かつ聞き取りに特異的な困
難のある事例を対象とした事例研究の中で，
学校における聞き取りにくさとして報告さ
れた項目から作成した（表１）。質問への回
答は，はい・いいえ・わからないのどれかに
チェックをつけてもらった。
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・先生の話を聞いていなくて困ることが多い
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 小学校の健康診断において行われている
聴力検査は簡易的
め，特異的な聞こえの困難さは検出する事が
できない。純音聴力検査に加え，学校で勘弁
に実施できる雑音下での語音聴力検査
異的な聞き障害が検出方法の必要であると
指摘できる。
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６．研究組織 

今回の調査は児童への質問紙調査の
みであり，担任教員への日常場面での課題に
関する聞き取りや，保護者への聞き取りなど
を行うことができていない。そのため，この
チェックリストの検出能力の信頼性および
妥当性に課題があると考えられた。

聞こえに特異的困難さを有する発達
障害事例（読み書き障害を有する中学生
書字障害を有する大学生 1名）を対象とした
事例研究から，聞こえの特異的困難さは中学
生以上の年齢であっても本人が明確に自覚
していないことが明らかとなった。この事例
において特異的な聞こえの困難さがある可
能性を検討するに至ったのは
セリングヘッドフォン等のアクティブノイ
ズコントロール技術や FM 補聴システムを試
したことによる。技術によって騒音下でも

聞きやすい環境に身をおいてみて初めて，本
自分の聞こえ方に注意を向け，潜在化し

えの困難さを自覚するようにな
ことが事例研究から明らかとなった。

小学校の健康診断において行われている
聴力検査は簡易的な純音聴力検査であるた
め，特異的な聞こえの困難さは検出する事が
できない。純音聴力検査に加え，学校で勘弁
に実施できる雑音下での語音聴力検査
異的な聞き障害が検出方法の必要であると
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